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＜新患情報＞

○中野　隆二様（36）：伊藤Dr　　　6/2　　11：00来院

岩手県盛岡市にて同胞3名、第3子、次男として出生。

地元の小中学校、盛岡付属第4高校卒業後、千葉大学へ進学。
卒業後語学留学の為中国へ留学。1年間在住し盛岡市へ帰省。1年間工場の生産業務へ従事。その後再度中国へ行きホテル企業へ3年間勤務。その後再び岩手県久慈市へ戻り、親戚の旅館に住み込みで2年程勤務。退職後は滞在期間は不明だが再度中国へ行き、Ｈ26.7月再度岩手県軽米町へ戻っている。帰省後身体障害者介護の仕事をするも1ヶ月程で退職。

八戸市での就労を希望しＨ27.3月下旬に八戸へ転居し単身生活開始。現在も就職活動中。8年程前に意欲低下・集中力低下・睡眠の不安定さ・眩暈・眩暈による歩行困難・上手く話す事が出来ない等の出現し、岩手県盛岡市にある鳴海脳神経外科クリニックを受診。ＭＲＩ等諸検査するも異常は無く内服薬が処方となっていた。現在も意欲低下・集中力の低下・睡眠の不安定さあり。また、食欲があり、以前に比べ10Ｋｇ程度増加しているとの事。今回八戸市へ転居した事から当院での治療継続希望にて当院へ受診相談に至る。

○原子内　和博様（69）：センター新患　深澤Dr　　6/2　11：00来院

現在、八戸市にて妻、長男と同居している。

H22年頃に、「人がいっぱいいる」と幻視様の発言が聞かれることがあった。小刻み歩行がみとめられ、徐々に左足に力が入らなくなった。H25年頃より左足が内側に折れるような歩行が見られ、八戸市立市民病院[神経内科]を受診し、薬剤調整が行われたが、改善が見られなかった。現在、小規模多機能ホームりんごっこ寿楽荘の泊まり、通いを利用している。自宅で過ごしている時は比較的落ち着いているが、施設に泊まる時には落ち着かず易怒的となることがあり、かかりつけ医の八戸生協診療所より漢方薬が処方となったが、本人の様子に変化は見られなかった。H27年頃には飲み込みの悪さが見られ、口に食事を入れるが、口内に溜め込むことが見られていた。H27年3月、肺炎の治療で八戸市立市民病院へ入院。退院後は自宅療養となり、施設の利用も継続して行っていた。食事はお粥を摂取しているが、痰絡みがあり吸引をしながら介助しており、誤嚥の可能性が高く、注意を要している。H27年5月に入り、夜間自宅で転倒し、鼻を打撲し血だらけになることはあったが、大きい怪我には至らずに済んだとのこと。上記状態から、歩行状態が改善しない、施設利用時に落ち着かない、飲み込みが悪い等の症状がみとめられ、家族が認知症の専門治療を希望されたことから、かかりつけ医より当センターを紹介され、相談に至る。

○葛西　睦子様（75）：センター新患　伊藤Dr　6/5　10：30来院

八戸市にて、夫と二人暮らしをしている（子はいない）。

　H27年1月、インフルエンザに罹患し、病院を受診し、内服を開始。内服を初めてから1ヶ月程、食事がとれない状態が続いたが、徐々に改善がみとめられた。以後、日にちが若菜楽なることや、一人で買い物をして帰宅後に、「今日は何を食べるの？」と夫に聞くことがあった。夫の話では、踊りを教えるボランティアに行ったり、一人で買い物に行く等、活動的に過ごさせることで、物忘れの予防をしている。現在の状態が認知症かどうか、詳細に検査をしてほしい、必要であれば進行予防の治療・リハビリをさせたいと夫が希望され、当センターへ相談。

＜カウンセリング・面談報告＞

・七崎　之利様～少し疲れた表情をしている。「やっぱり、睡眠時間が取れなくて。疲労が溜まってますね」と話している。仕事は当初言われていたことよりも量や種類が増えているが、自宅に持ち帰ることや週末仕事を片付けるようなことは避けている。周りからの目を気にしながらも、病状管理のために仕事の枠組みを大切にしていることを支持している。次回は本人の都合により3週間後受診予定となっている。

・川口　莉空様～主治医からの指示により、次回受診時より、母子面接を行なっていく。スクイグルを用いたセラピーを実施予定としている。

・小林　満　様～再飲酒せずに過ごしており、週末も問題なく抗酒剤を服用できている。仕事は大変なこともあるが、感覚を取り戻してきており充実感はあるよう。＜デイケアとの両立は大変なのでは＞という問いには「大変だけど、飲まない時間を作りたい」と話している。

・佐藤　奈々恵様～男性関係で揺れ動く事が多く、それを本人も自覚し、「自分は恋愛できないのか」と考えることがあった。恋愛で揺れ動くことを自覚しながらも、自ら恋愛に近づこうとしており、自制が難しいようである。うつ症状が引き起こされるのも恋愛関係が多いことも振り返っている。

